
キャストサスペンダー
Cast Suspender
キャスト用腕つり
Arm Sling

適応範囲 裄（隆椎～尺骨頭） ：   65～90cm身長 ：   145～185cm
商品コード No. ：           　　　　　　　　17561

《キャストサスペンダー》は上肢ギプス固定後の腕つりを目的として開発されています。ご使用にあたっては、必ず
医師にご相談のうえ正しくお使いください。また安全にお使いいただくため用途以外の使用はせず、この取扱
説明書に従いご使用ください。なお、商品についてご不明な点は下記宛までご連絡ください。

19F, Arcacentral Bldg., 1-2-1 Kinshi, 
Sumida-ku, Tokyo, 130-0013, Japan 
MADE IN JAPAN

東京都墨田区錦糸1-2-1 
アルカセントラル19階 〒130-0013
www.alcare.co.jp
お客様相談室 0120-770-175
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組成･成分表示

取扱上のご注意

使用手順

ポリエステル・ナイロン・ポリプロピレン・ポリアセタール

廃棄方法
●上記組成・成分に関する各自治体の判別方法に従ってください。

保管上のご注意
●水濡れに注意し、直射日光および高温多湿を避けて、室温保管してください。

取扱方法
●30°C以下の水で中性洗剤を使用し、手洗いしてください。
●漂白剤、乾燥機の使用、アイロン、ドライクリーニングは避けてください。
●洗濯後は陰干してください。

使用上のご注意
　 警告・・・・・人身事故につながるおそれのある注意事項
注　 意・・・・・物損事故につながるおそれのある注意事項

警　告

●本品は左右兼用です。それぞれ使用手順にもとづき正しく装着して
ください。
●使用後は、風通しのよい場所に保管してください。

注　意

●本品の使用に際しては、必ず上記使用手順および医師の指示に従
ってください。
●本品は単回使用製品です。1名に使用した本品は、再使用しないで
ください。
●上記使用手順を参考に、必ず正しい肢位で装着してください（手首
が本体袋の中に収まる位置を目安に調整してください）。

●本品の使用により、しびれ、痛みなどの異常を感じたときは、速やか
に使用を中止し、医師に相談のうえ指示に従ってください。

●本体袋とベルトのバックルはしっかりとはめ合わせてください。はめ合
わせが甘いと、使用中に本体の袋部分がズレ落ちるおそれがあります。

●ベルトは必ず適切な長さに調整し、装着してください。ゆるみがある
と上肢全体の確実な保持性が得られず、姿勢を悪化させる危険性
がありますので十分ご注意ください。

●ベルトの先端からバックルまでが長すぎる場合には、切らずにベル
トに巻きつけてください（先端部分を切るとベルトがバックルから抜
けるおそれがあります）。

●本品は化繊を使用しておりますので、アレルギー体質などの方は、
ご使用の前に医師にご相談ください。また、ご使用により肌に異常
が生じた場合は、直ちに使用を中止し、医師にご相談のうえ指示に
従ってください。

●使用時は、決してバックルに触れないでください。バックルが外れる
おそれがあります。

●就寝時にはご使用にならないでください。
●適応範囲外のサイズの方は、ご使用にならないでください。

<ご使用前に>
●本品の適応範囲は、右記の表の通りになっています。装着者本人のサイズをご確認のうえ、ご
使用ください。サイズは裄（隆椎～尺骨頭）を基準として選択し、身長は目安としてください。

<ご使用中に>
●何らかの原因により、本体および各部品が破損した場合は直ちに使用を中止してください。そ
のまま使用すると上肢全体の確実な保持性が得られず、姿勢を悪化させる危険性があります
ので十分ご注意ください。
●使用中、ズレやゆるみが発生したら直ちに正しく装着し直してください。ズレやゆるみがある
と確実な保持性が得られず、症状を悪化させる危険性がありますので十分ご注意ください。

身長裄（隆椎～尺骨頭）
適応範囲

65～90cm 145～185cm
隆椎：首の後ろの突起部分

裄：隆椎から尺骨頭までの長さ

尺骨頭：手首の小指側の付け根近くの突起部分

頸部でベルトの当たりが気に
なる部分にパッドの位置を調
整します。患側の手首の位置
を上げる場合は、ベルトの先
端を引き上げてください。患
側の手首の位置を下げる場
合は、バックルのベルト通し
部分をゆるめ、長さを調整し
てください。肘の角度は、90°
を目安としてください。

患側の腕を本体袋に入れ、袋
の端に肘を合わせます。ベル
トを患側の上肢から肩にはわ
せ、首の後ろに回します。
※ベルトがねじれないようにご
　注意ください。
※イラストでは右腕に使用して
　いますが、左腕に装着する場
　合はベルトのバックルの向き
　を反対にするとねじれがなく
　なります。

ベルトのバックルを本体袋の
バックルにカチッと音がする
まで差し込みます。バックル
同士が完全にはめ合わせて
あるか確認してください。
※バックルからでたベルトの先
　端が正面にくるように差し込
　んでください。
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